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上質紙（ ％）出力時、モノクロ出力は水平 ・垂直 で、カラー出力は水平 ・垂直 で出力してく

仮称
市
の
機
構
に
は
大
小
の

組
織
が
あ
る
が
小
さ
な
組
織

で
あ
る
課
な
ど
で
長
を
中
心

に
所
属
課
員
が
忌
憚
な
く
話

し
合
う
場
を
設
け
、
生
き
生

き
と
し
た
職
場
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
で
、
職
員
の

意
識
啓
発
や
事
務
能
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
の
各
部
署
で
こ
の
様
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
市
の
組
織
機
構
と
し
て
全

庁
的
に
波
及
し
、
市
民
の
信

託
に
応
え
る
行
政
機
構
に
な

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
公
室
長

指
摘
の
所

属
単
位
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
職
員
間
の
諸
課
題

の
共
有
化
、
意
識
改
革
、
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
管
理
職

の
育
成
を
図
る
上
で
も
大
変

重
要
な
事
だ
と
考
え
る
。
実

践
に
向
け
て
十
分
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

仮
称
防
賀
川
公
園
の
整

備
が

年
度
に
事
業
再
評
価

審
査
会
に
市
が
示
さ
れ
た
整

備
方
針
か
ら
遅
れ
て
い
る
。

市
は
今
後
ど
の
様
に
考
え
整

備
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た

東
側
部
分
の
用
地
取
得
の
見

通
し
や
土
地
所
有
者
等
へ
の

説
明
を
行
う
考
え
を
問
う
。

建
設
部
長

事
業
再
評
価

審
査
会
で
の
本
公
園
の
整
備

方
針
は
、

年
度
全
面
供
用

開
始
を
目
指
す
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
市
の
財
政
状

況
等
に
よ
り
事
業
進
捗
に
遅

れ
が
生
じ
て
い
る
。

年
度

末
を
目
処
に
西
側
地
区
の
供

用
開
始
に
向
け
事
業
を
着
実

に
実
施
し
、
東
側
の
整
備
に

進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
東
側
部
分
に
つ
い
て

仮称・防賀川公園の整備用地（西側）

説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
説
明

の
場
を
持
つ
よ
う
計
画
し
て

い
き
た
い
。
用
地
取
得
の
時

期
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
今

確
約
で
き
る
状
況
に
な
い
。

市
が
取
り
扱
う
使
用
料

な
ど
で
消
費
税
の
課
税
対
象

と
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
現

状
で
は
消
費
税
が
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
様
に
感
じ
る
。

市
は
消
費
税
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

助
役

本
市
は
消
費
税
を

転
嫁
す
る
こ
と
な
く
課
税
客

体
を
消
費
税
分
値
下
げ
し
た

状
況
で
あ
っ
た
が
、
消
費
税

が
内
税
方
式
と
な
っ
た
こ
と

で
税
を
含
め
た
額
を
徴
収
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

閉会中

満

歳
ま
で
医
療
費
の
拡
大
を

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
塩
貝
建
夫
委
員
長
‥
７
人
）

は
７
月

日
に
委
員
会
を
開

会
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
発
議
案
１
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
を
行
っ
た
内
容
及
び

結
果
は
次
の
と
お
り
。

◆
発
議
第
３
号

京
田
辺
市

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

現
在
の
就
学
前
ま
で
乳
幼

児
の
医
療
費
助
成
無
料
化
の

対
象
を
広
げ
、
小
学
校
卒
業

ま
で
医
療
費
を
無
料
に
す
る

た
め
。
ま
た
、
市
の
将
来
を

考
え
た
と
き
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
、
子
育
て
支
援
が

充
実
し
た
ま
ち
と
し
て
施

策
、
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
。

【
賛
成
少
数
‥
否
決
】

本
市
の
少
子
化
対

策
、
子
育
て
支
援
策
に

つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長

３
月
に
策
定

し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
基
づ
き
進
め
た
い
。

経
済
的
支
援
は
、
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
や
、
不
妊
治
療

に
対
す
る
助
成
が
あ
る
。

歳
未
満
の
子
ど
も

ま
で
助
成
を
拡
大
す
る

動
き
が
、
全
国
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
。市
長
の
考
え
は
。

市
長

本
来
は
、
国
策
で

助
成
を
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
現
在
、
助

成
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

こ
の
条
例
改
正
案

で
、
市
の
財
政
的
負
担

は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
。

提
案
議
員

府
下
の
実
施

し
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に

試
算
す
る
と
、
約
６
０
０
０

万
円
程
度
と
考
え
る
。

府
に
対
し
て
助
成
拡

大
の
要
望
は
。

福
祉
部
長

毎
年
、
近
畿

の
福
祉
事
務
所
長
連
絡
会
で

国
等
へ
要
望
を
し
て
い
る
。

市
長
が
将
来
の
少
子
高
齢

化
に
よ
り
、
人
口
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
、
新
た
な
雇
用

を
創
出
し
、
安
定
的
な
税
収

確
保
に
よ
る
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
こ
と
で
、
市
の
発
展

を
持
続
可
能
に
す
る
為
、
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
ら

れ
、
３
年
半
の
短
期
間
で
、

事
業
の
採
算
を
確
保
し
、
造

成
地
を
売
却
で
き
た
事
は
高

く
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
立
地
後
の
経
済
効

果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
明
・
市
民

西
川
豊
蔵

議
員

市
有
地
の
処
分
の
２
議
案

に
つ
い
て
の
討
論

市
有
地
の
処
分
の
２
議
案

に
つ
い
て
の
討
論

本
会
議

本
会
議

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

（
１
面
４
段
目
他
）

耐
熱
性
、
耐
薬
品
性
な
ど

優
れ
た
特
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
温
材
な
ど
建
材
を
中

心
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
発

ガ
ン
性
物
質
で
あ
る
こ
と
も

証
明
さ
れ
て
お
り
、
粉
じ
ん

を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

肺
が
ん
や
悪
性
中
皮
腫
な
ど

の
健
康
被
害
が
発
生
す
る
。

国
に
お
い
て
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
や
大
気
汚
染
の
防
止

法
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
な
ど
で
予

防
や
飛
散
防
止
等
が
図
ら
れ

て
い
る
。

政
党
助
成
金

（
１
面
４
段
目
他
）

政
党
助
成
法
と
い
う
法
律

に
基
づ
い
て
、
人
口
数
に
２

５
０
円
を
乗
じ
た
金
額
、
約

３
１
５
億
円
を
政
党
の
得
票

数
と
議
員
数
の
２
つ
の
基
準

を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
分
配
し
て

い
る
政
党
交
付
金
の
こ
と
。

（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）（

５
面
左
１
段
目
他
）

心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た
よ

う
に
細
か
く
震
え
、
血
液
を

送
り
出
す
ポ
ン
プ
機
能
が
失

わ
れ
る
重
い
不
整
脈
に
対
し
、

一
時
的
な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で

震
え
を
取
り
除
く
装
置
の
こ

と
で
、
救
急
現
場
で
一
般
の

市
民
が
使
え
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
た
装
置
の
こ
と
。

アスベスト健康被害の対策を求める意見書
本年６月末、アスベスト関連製品を製造していた事業所の従業員とそ

の家族や周辺住民が、中皮腫などのアスベストが原因とみられる疾病に

より死亡していることが報道され、その後各地で同様の被害が報告され

ている。中皮腫に代表されるアスベスト関連疾患は、発症までの潜伏期

間が数十年ときわめて長く、また多種多様な製品にアスベストが使用さ

れていたことから、国民のなかに大きな不安をもたらしている。

このアスベストについて、 年には世界保健機関（ ）や国際労

働機関（ ）で危険性が指摘され、 年代にはヨーロッパ諸国で相

次いで全面的な使用禁止が実施された。日本でも 年代前半には、政

府もその危険性を指摘していたにもかかわらず、十分な禁止・予防策は

取り組まれず、アスベストの使用が拡大し、撤去なども行なわれないま

ま、今日にいたって、多くの健康被害を出していることは重大である。

国もやっとアスベスト規制と対策について新法案を提出することにな

っている。

よって政府においては、直ちにアスベストの全面使用禁止措置をとる

とともに、国及び原因企業の責任と費用負担によって、アスベストによ

る健康被害者の救済と、今後の被害拡大を防止するために、以下の措置

をとることを求めるものである。

記

アスベストの製造、使用、輸入等の全面的な禁止措置をとること。

アスベストに関する輸入、製造、使用、在庫、除去後のアスベスト廃

棄物などの実態調査を実施し、公表すること。また、適正処理のため

の廃棄物対策を強化すること。

アスベストの製造、使用などの関連企業、吹きつけ及び含有製品の使

用事業所の従事者、事業所周辺住民への健康診断を緊急に実施するこ

と。また自治体が関係住民の継続的な健康診断に取り組めるよう、技

術的及び財政的な支援を図ること。

アスベストばく露が原因と見られる健康被害については、現行の労災

補償や公害健康被害補償の対象としていない元従業員、家族及び周辺

住民等の被害者に対する救済を実施するため、時効の撤廃など制度の

見直しや新たな法的措置を早急に講じること。

公共施設等におけるアスベストの使用実態を調査し、すみやかに完全

除去を指導すること。また除去に際しては、作業者、施設関係

者、周辺住民等の安全について万全の対策を行なうとともに、

除去等の改善措置に対して十分な支援措置を講じること。

否決された意見書
・政党助成金の廃止を求める意見書

売
却
に
よ
る
最
終
の
収
支

は
、
１
万
９
０
２
円
の
黒
字

で
あ
っ
た
が
、
市
の
造
成
地

販
売
単
価
設
定
に
大
事
な
点

が
欠
落
し
て
い
る
。例
え
ば
、

市
の
設
定
に
対
し
、
土
地
利

用
の
変
更
に
関
わ
る
事
務
に

関
す
る
費
用
が
売
却
単
価
設

定
の
考
え
方
に
含
ま
れ
て
い

な
い
点
が
最
大
の
問
題
点
で

あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
大
き
な

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
た

っ
た
１
万
円
し
か
黒
字
が
出

な
い
よ
う
な
経
営
で
は
自
主

財
源
の
確
保
に
も
な
ら
な
い
。

日
本
共
産
党

京
田
辺
市
議
会
議
員
団

塩
貝
建
夫

議
員

京田辺市明るい
選挙推進協議会

年（平成 年） 月 日

山

下

勝

一

議
員
（
自
民
緑
政
会

）




